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令
和
４
年
は
、
こ
れ
ま
で
か

ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
加
え
、
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻

な
ど
を
背
景
と
し
て
世
界
経
済

が
大
き
な
混
乱
に
陥
れ
ら
れ
た

年
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
に
お

き
ま
し
て
も
、
円
安
等
と
相
ま

っ
て
欧
米
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ガ
ソ
リ
ン
価
格
を
は
じ

め
、
電
気
、
ガ
ス
な
ど
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
や
物
価
上

昇
に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
、
市
民

の
皆
様
の
生
活
に
も
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
市
民

の
皆
様
の
生
活
の
下
支
え
と
な

る
よ
う
、
国
の
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
を
活
用
し
、「
上
下
水

道
基
本
料
金
の
４
カ
月
分
（
２

期
分
）
の
減
免
」
や
「
子
育
て

世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
事

業
」
な
ど
の
取
組
を
実
施
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
は
、「
第
５
次

八
幡
市
総
合
計
画
」
の
後
期
基

本
計
画
お
よ
び
「
第
８
次
行
財

政
改
革
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
年

で
あ
る
と
と
も
に
、
私
の
市
長

と
し
て
の
三
期
目
の
総
仕
上
げ

の
年
で
あ
り
ま
す
。
市
民
の
皆

様
と
お
約
束
し
た
公
約
の
達
成

に
向
け
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
施
策
を
再
確

認
し
、
令
和
５
年
度
の
当
初
予

算
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
な
ど
も
あ
っ
て
か
、

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
出
生
数

が
急
激
に
減
少
し
て
お
り
ま

す
。「
少
子
化
に
歯
止
め
を
か

け
る
に
は
思
い
切
っ
た
対
策
を

講
じ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
危

機
感
を
共
有
す
べ
き
だ
」
と
す

る
国
と
歩
調
を
合
わ
せ
た
子
育

て
支
援
策
を
充
実
す
る
と
と
も

に
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ

ー
コ
ロ
ナ
の
社
会
に
向
け
た
取

組
の
推
進
や
人
口
減
少
、
少
子

超
高
齢
社
会
と
い
っ
た
課
題
を

解
決
す
る
に
は
、
多
機
能
な
力

を
有
し
た「
ま
ち
」へ
の
転
換
、

「
量
か
ら
質
」
へ
の
転
換
を
一

層
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
の
推
進
に
向

け
、
本
年
１
月
１
日
に
、
子
育

て
関
連
部
門
の
一
元
化
や
安
心

安
全
の
ま
ち
づ
く
り
、
産
業
振

興
な
ど
の
重
要
課
題
に
機
動
的

に
取
り
組
む
た
め
の
組
織
再
編

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

新
た
な
庁
舎
で
新
た
な
体
制

の
も
と
、
将
来
世
代
に
負
担
を

強
い
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
持

続
可
能
で
健
全
な
財
政
運
営
の

確
立
を
図
り
な
が
ら
、
市
民
の

皆
様
と
の
協
働
を
基
本
に
、「
一

歩
前
へ
」
の
姿
勢
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

健全な財政の確立を図る
八幡市長 堀口文昭

市民と協働 「一歩前へ」

　核家族化が進行し、家庭と地域と
の繋がりが希薄化するなかで、すべ
ての妊産婦・ 子育て家庭が安心して
出産、子育てができるよう 、 令和７
年度から11年度までを計画期間とす
る「第３期子ども・子育て支援事業
計画」の策定に着手することとして
おります。さらに、 国が令和６年１
月から実施予定の産前産後の国民健
康保険料の免除につきまして、令和
５年４月から市独自で先行実施する
とともに、父親等の育児参画促進と
妊産婦の心身の変化に対する適切な

支援につなげるため、京都府が作成
された「親子健康手帳」を導入し、
活用してまいります。

■子ども・子育て支援事業計画の策
定（新規） 350万円
■保育所・こども園第三子以降保育
料無償化（充実） 1,350万円
■公立保育所プール改修（南ケ丘・
みその）（新規） 1,000万円
■みどりの園庭づくり事業（みその）
（新規） 100万円
■京の木香る園づくり事業（新規）
 840万円
■特別支援教育ソフトウェアの導入
（新規） 147万円
■給食費物価高騰対策助成（新規）
 1,500万円
■民間による小学校水泳指導（くす
のき小）（新規） 704万円
■八幡小学校給食室整備（工事）（新
規） １億7,151万円
■さくら小学校トイレ大規模改造
（工事）（新規） 1億6,240万円
■小学校屋内運動場空調設備等整備
（設計）（八幡小、有都小）（新規）
 740万円
■小学校屋内運動場空調設備整備
（工事）（中央小）（新規）
 7,730万円
■男山東中学校防球ネット改修（新
規） 1,380万円
■地域による寺子屋事業（家庭学習
応援）（新規） 170万円

子どもが輝く 未来のまち やわた

　人口減少、少子超高齢社会の到来
や長引くコロナ禍により、地域コミ
ュニティの希薄化に拍車がかかって
おります。誰一人取り残さない社会
の構築に向けては、地域コミュニテ
ィがその礎となります。「市民との
協働」という基本姿勢のもと、アフ
ターコロナを見据え、自治組織団体
などと連携し、市民誰もが互いに人
権を尊重し、支え合い、自分らしく
活躍できる社会の実現を目指してま
いります。

■外国人が暮らしやすい地域社会づ
くり（充実） 138万円

■コミュニティ事業推進（継続）
 3,330万円

■市民協働活動事業助成（継続）
 100万円
■地域福祉推進計画の実現（充実）
 631万円
■障がい福祉計画等の策定（新規）
 720万円
■ヤングケアラー支援事業（継続） 
 34万２千円
■ふれあい訪問収集（継続）
 267万円
■救急安心センター事業（継続）
 209万４千円
■学力向上推進事業（日本語支援員、
母国通訳者派遣）（継続） 84万円
■生涯学習推進費（生涯学習フェス
ティバル〈生涯学習センター25周
年記念講演会　他〉、各種講座開
催　等）（充実） 892万円

ともに支え合う 共生のまち やわた

堀口市政
三期目の総仕上げ

　２月27日に開会しました令和５年八幡市議会第１回定例会で、堀口市長は市
政運営についての基本姿勢および取り組むべき重点施策を盛り込んだ「令和５
年度施政方針」を表明しました。その主な内容を紹介します。また、施政方針
の全文は市ホームページに掲載（右のＱＲコードからアクセス可）しています。
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　健幸づくりにつきましては、スマ
ートウェルネスシティ構想および基
本計画に基づき、これまで「人」と
「まち」の健幸づくりに取り組んで
まいりました。中でも、自らの健康
に目を向けるきっかけづくりのため
に、ウォーキングを中心に運動習慣
の定着を図ることを目的に取り組ん
でおります「やわた未来いきいき健
幸プロジェクト」は、開始から５年
目を迎えます。当初に設定した目標
の達成を目指して引き続き取り組ん
でまいります。併せて、このプロジ
ェクトの効果をより高めるため、高
齢者と同様にコロナ禍の影響を受け
る40から50歳代の方を対象に、運動・
栄養・休養など総合的に健康づくり
をサポートする「やわたミドルクラ
ブ」を令和４年度に引き続き実施す

ることとしております。

■高齢者保健事業・介護予防等一体
的実施事業（継続） 710万円
■介護保険事業計画等の策定（継
続） 665万円
■子育て支援医療給付の拡充（充
実） 330万円
■やわた未来いきいき健幸プロジェ
クト（継続） 5,540万円
■やわたヘルスプロモーション推進
（キッズ健幸アンバサダー講座開
催）（新規） 580万円
■健康コミュニティ推進（生活総合
機能改善）（継続） 109万円
■新型コロナウイルスワクチン接種
体制確保（継続） 8,770万円
■入院傷病手当金の支給（新規）
 1,700万円

誰もが「健康」で「幸せ」な 健幸のまち やわた

　市制施行45周年を機に創設した
「松花堂昭乗イラストコンテスト」
は、「わくわく」をテーマに作品を
募集したところ、国内外から 1,101 
件の応募をいただくことができまし
た。令和５年度も引き続き実施し、
「徒然草エッセイ大賞」とともに、
本市の文化芸術の発信とシビックプ
ライドの醸成に努めてまいります。

■観光振興費（秋の文化財一斉公開、
松花堂ウォーク、トイレ設置）（継
続） 194万５千円
■観光基本計画の策定（新規）
 500万円

■文化観光まちづくりの推進（新規）
 30万円
■新・空中茶室プロジェクト推進事
業（新規） 220万円
■男山魅力探求発信事業（新規）
 290万円
■徒然草文学賞表彰（継続）
 1,200万円
■松花堂昭乗イラストコンテスト
（継続） 1,000万円
■名勝松花堂及び書院庭園保存活用
整備（一部新規） 6,733万円
■八幡西車塚古墳の保存活用（新規）
 6,111万円
■松花堂美術館等空調設備整備（工
事）（新規） ２億3,278万円

自然と歴史と文化が織りなす 観幸のまち やわた

　商工業の活性化につきましては、
新型コロナウイルス感染症や世界的
に物価が高騰する中、頑張る事業者
を支援するため、引き続き販路拡大
や創業などへの助成に取り組んでま
いります。また、コロナ禍における
企業の資金繰りを支援したいわゆる
「ゼロゼロ融資」の償還が令和５年
度に本格化することを受け、京都府
が実施する「伴走支援型経営改善お
うえん資金」を活用した事業者への
支援をすることとしております。ま
た、中小企業者の人材確保や若手従
業員の定着、経済的負担軽減を図る
ため、京都府と協調し奨学金返済へ
の支援を行うこととしております。
さらに、本市特産品「ヤワタカラ」
の新たな認定や認定品のＰＲ、販路
拡大に努めてまいります。

■中小企業奨学金返還支援事業（新
規） 48万円
■茶業振興対策（茶園環境改善）（継
続） 187万５千円

■地域農業担い手認定者支援（スマ
ート農業実装チャレンジ、アグリ
チャレンジング支援）（一部新規）
 1,258万円
■地産地消推進（給食地元産米・味
噌利用促進）（継続） 287万７千円
■農業振興地域整備計画の策定（新
規） 250万円
■やわたブランド創造事業（継続）
 190万４千円
■中小企業知恵のステップアップ事
業（継続） 120万円
■「まちゼミ」事業（継続） 96万円
■八幡市商工業活性化事業（継続）
 500万円
■中小企業金融対策（継続）
 377万円
■中小企業等経営改善支援金給付事
業（新規） 120万円
■橋本駅周辺拠点整備（本ロータリ
ー、街区道路　等）（継続）
 ２億3,890万円
■南北連携軸道路整備に向けた調査
（新規） 560万円
■石清水八幡宮駅交通結節点強化に
向けた基礎調査（新規） 500万円

しなやかに発展する 活力のまち やわた

　環境行政につきましては、脱炭素
社会の実現に向け、 公共施設へリユ
ース太陽光パネルを試験的に設置す
るとともに 、資源の循環利用に向
け、隔週としておりましたプラマー
ク製品と燃やさないごみの収集につ
きまして、令和５年度から毎週収集
とすることとしております。
　防災・減災対策につきましては、
新庁舎における災害対策体制の充実
を図るとともに、トイレカーの導入
に向け、クラウドファンディングの
仕組みを活用するなど避難所におけ
る生活環境の改善及び充実を図りま
す。また、引き続き各自治組織団体
が作成する「避難行動タイムライン」
や家庭で作成する「マイ・タイムラ
イン」などの作成支援を進めてまい
ります。さらに、避難行動要支援者
の個別避難計画の作成に向け、関係
機関と連携してまいります。

■旧庁舎および敷地環境整備事業
（継続） 7,380万円
■事業検証懇談会の設置（新規）
 50万円
■電算化推進事業（ＢＰＲ、電子申
請システム、ＲＰＡ　等）（一部
新規） 1,150万円
■男山地域再生事業（継続） 995万円
■リユース太陽光パネルの設置（新
規） 350万円
■京都府南部消防指令センター整備
負担金（継続） 195万円
■機械器具および消防庁舎整備（水
槽付き消防ポンプ自動車、消防団
小型ポンプ搬送車、分署整備）（一
部新規） ８億2,920万円
■防災対策費（防災アプリ運用、ド
ローン操作講習受講等）（継続）
 272万円
■トイレカー導入に向けたクラウド
ファンディングの実施（新規）
 150万円

持続可能な 安心・安全のまち やわた
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